
旭市議会
会議録検索システム

お金の使い方を詳しくチェック
　予算の使い方が適正であったか、効果があったかなどをチェックするために「決算審査特別委員
会」を設置し、令和５年度各会計決算８議案を３日間にわたり審査しました。審査の結果、いずれ
も原案のとおり認定・可決すべきものと決しました。質疑と答弁の要旨の一部は次のとおりです。
　詳しい内容を知りたい場合は12月中に掲載予定の会議録をご覧ください。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算

歳　
　
入

問
旭
市
民
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
こ
と
に

よ
り
減
っ
た
市
民
税
の
額
は
。

答
市
民
税
分
と
し
て
税
額
控
除
が
あ
っ
た
分

は
９
３
５
７
万
７
千
円
。
税
収
は
減
る
が
、

交
付
税
措
置
さ
れ
る
分
と
、
旭
市
に
寄
附
さ
れ

た
分
の
差
し
引
き
で
、
約
８
３
０
０
万
円
が
プ

ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

問
不
動
産
売
払
収
入
と
物
品
売
払
収
入
の
内

訳
は
。

答
不
動
産
売
払
収
入
は
、
旧
神
西
住
宅
跡
地

の
売
却
と
、
法
定
外
公
共
物
の
売
却
が
８

件
。
物
品
売
払
収
入
は
、
老
朽
化
に
よ
り
、
と

り
か
え
が
必
要
と
な
る
公
用
車
の
売
却
が
10
件
。

総　
　
務

問
成
田
空
港
活
用
協
議
会
負
担
金
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
負
担
金
を
払
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
の
活
動
実
績
は
。

答
成
田
空
港
活
用
協
議
会
は
、
空
港
を
活
用

し
て
経
済
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、
平

成
25
年
度
に
立
ち
上
げ
ら
れ
、
県
内
自
治
体
や

民
間
事
業
所
で
構
成
さ
れ
、
現
在
１
４
６
者
が

会
員
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度
の
活
動
実

績
は
、
空
港
内
で
の
企
業
や
自
治
体
の
物
品
の

販
売
、
協
議
会
で
の
視
察
を
行
っ
た
。

環　
　
境

問
子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業
の
利
用
件
数

は
。

答
令
和
５
年
度
の
実
績
で
宿
泊
型
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
数
が
延
べ
７
名
、
利
用
日
数

が
21
日
。
通
所
型
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
数
が

延
べ
７
名
、
利
用
日
数
が
７
日
。

問
産
後
ケ
ア
の
啓
発
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て

伺
う
。

答
啓
発
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
妊
娠
届
け
出
時

や
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
時
、
病
院
で
直
接
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。商　

　
業

問
旭
市
特
産
品
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
補
助

金
の
使
途
と
内
容
及
び
補
助
金
を
給
付
し

た
商
品
の
内
容
を
伺
う
。

答
市
の
新
し
い
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
特

産
品
の
開
発
や
改
良
を
行
う
事
業
費
の
一

部
を
支
援
す
る
も
の
で
、
補
助
率
は
対
象
経
費

の
２
分
の
１
以
内
、
限
度
額
は
50
万
円
。
令
和

５
年
度
の
実
績
と
し
て
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
使
用

し
た
ジ
ャ
ム
の
商
品
開
発
が
１
件
あ
っ
た
。

決算審査特別委員会

補助金を活用して開発されたミニトマトジャム

令和５年度に売却された旧神西住宅跡地

高等学校の教員を対象とした空港視察会を開催
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消　
　
防 

問
消
防
団
補
助
金
の
内
容
は
。

答
施
設
管
理
や
操
法
大
会
出
場
チ
ー
ム
へ
の

補
助
、
出
初
式
や
歳
末
警
戒
に
つ
い
て
の

補
助
。

問
昨
年
の
決
算
額
と
比
較
し
、
倍
増
し
て
い

る
が
理
由
は
。

答
補
助
額
が
倍
増
し
た
理
由
は
、
令
和
４
年

度
に
中
止
し
て
い
た
大
会
が
、
令
和
５
年

度
に
再
開
し
た
こ
と
に
よ
る
。

教　
　
育

問
学
校
給
食
の
食
材
に
つ
い
て
、
市
内
産
と

県
内
産
の
割
合
は
。

答
市
内
産
が
９
％
、
千
葉
県
産
が
36
％
。

問
千
葉
県
で
は
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産

物
の
使
用
割
合
が
50
％
を
超
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
旭
市
は
か
な
り
低
い
と
思
う
が
、

少
な
く
と
も
県
内
産
を
使
お
う
と
い
っ
た
こ
と

を
令
和
５
年
度
に
図
っ
た
か
。

答
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
野
菜
な
ど
産
地
を

特
定
で
き
る
も
の
は
、
旭
市
産
を
第
一
に

地
産
地
消
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
旭
市
の
給

食
セ
ン
タ
ー
は
、
１
か
所
で
作
る
量
が
多
い
た

め
、
食
材
を
確
保
す
る
た
め
に
は
産
地
特
定
食

材
だ
け
で
は
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
と
い
う
よ

う
な
理
由
も
あ
る
。
ま
た
、
産
地
を
特
定
で
き

な
い
加
工
品
な
ど
も
食
材
と
し
て
購
入
し
て
お

り
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

問
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
運
営
費
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
制
度
に
な
り
、
12
の
施
設
の

利
用
者
数
は
ど
の
よ
う
に
か
わ
っ
た
の
か
。

答
利
用
者
数
は
、
導
入
前
の
令
和
４
年
度
と

導
入
後
の
令
和
５
年
度
を
比
較
す
る
と
、

３
万
１
７
０
３
人
増
え
て
い
る
。

問
指
定
管
理
者
が
一
定
の
利
益
を
出
し
た
場

合
に
、
市
に
還
元
す
る
と
な
っ
て
い
る
が

還
元
は
さ
れ
た
の
か
。

答
令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
明
け
の
影
響
も
あ

り
、
指
定
管
理
者
の
ほ
う
で
は
様
々
な
自

主
事
業
、
各
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を
開
設
し
た
が
、

思
う
よ
う
に
申
込
み
が
な
く
、
目
標
の
利
益
を

出
し
て
い
な
い
た
め
、
市
へ
の
還
元
は
な
か
っ

た
。

令
和
５
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

問
旭
地
域
の
水
道
方
式
を
圧
送
式
か
ら
自
然

流
下
方
式
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見

解
は
。

答
水
道
事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
を
基
に
進
め
て
い
く
。

旭
地
域
の
配
水
場
に
つ
い
て
は
、
干
潟
、
海
上
、

飯
岡
地
域
の
自
然
流
下
面
積
を
広
げ
、
旭
地
域

の
圧
送
の
面
積
を
縮
小
し
て
い
く
方
向
で
進
め

て
い
く
。

問
配
管
の
耐
震
化
率
が
８
％
程
度
と
聞
い
て

い
る
が
今
後
の
計
画
は
。

答
配
管
の
耐
震
化
計
画
は
、
重
要
給
水
管
路

を
優
先
的
に
更
新
し
て
お
り
、
各
配
水
場

か
ら
直
接
出
て
い
る
基
幹
管
路
も
、
更
新
し
て

い
く
計
画
。
今
年
度
は
、
旭
地
域
と
飯
岡
地
域

の
基
幹
管
路
の
更
新
を
予
定
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算

問
公
共
下
水
道
の
水
洗
化
率
は
74
・
８
％
と

の
こ
と
だ
が
、
公
共
下
水
道
区
域
を
拡
大

し
な
い
中
で
、
施
設
を
維
持
で
き
る
の
か
。
ま

た
、
施
設
を
持
て
余
す
こ
と
は
な
い
の
か
。

答
公
共
下
水
道
の
全
体
計
画
区
域
は
１
０
１

０
ha
か
ら
２
３
０
ha
へ
縮
小
し
た
。
現
在

供
用
開
始
し
て
い
る
２
０
２
ha
に
対
し
て
の
施

設
の
維
持
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
。

委員長 桐　文夫
副委員長 㟢山　華英

委　員

松木源太郎
景山岩三郎
永井　孝佳
戸村ひとみ
菅谷　道晴
伊藤　春美
常世田正樹

決算審査特別委員会委員

令和５年度から指定管理になった総合体育館

旭市産のお米やぶた肉を使用した千産千消デー給食

令和５年度から再開された操法大会
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